
2026年4月発表の創薬・ライフサイエンス特化
型AI「GPT-Rosalind」に関する包括的調査報
告と市場・科学コミュニティの評価 

Gemini 3.1 pro 
導入：汎用AIから領域特化型推論モデルへのパラダイムシフ
ト 
2026年4月16日、OpenAIはライフサイエンス研究、特に創薬、生化学、トランスレーショナルメディシ
ン（橋渡し研究）に特化した新たなフロンティア推論モデル「GPT-Rosalind」を発表した1。DNAの二重
らせん構造の解明に決定的な貢献をしながらも、生前はその功績を正当に評価されなかった20世
紀の英国人化学者・X線結晶学者のロザリンド・フランクリン（Rosalind Franklin）にちなんで命名され
たこのモデルは、これまでの汎用的な大規模言語モデル（LLM）とは一線を画す、高度に専門化され
たアーキテクチャを備えている2。 

この発表の背景には、世界の製薬業界が長年抱えてきた構造的な生産性低下、いわゆる「エローム

の法則（Eroom's Law）」の課題がある。現代の創薬プロセスにおいて、標的の発見から新薬の規制
当局による承認までには平均して10年から15年の歳月と数十億ドルの莫大な投資が必要とされて
いる2。また、臨床試験に進んだ候補化合物のうち、最終的に市場に出る割合はわずか10分の1に過
ぎない5。この長大なプロセスの初期段階における最大のボトルネックは、純粋な科学的困難さだけ

でなく、「分断され、スケーリングが困難な研究ワークフロー」そのものにある2。研究者は日々、膨大

な学術論文を読み解き、個別のデータベースにアクセスし、分子構造を予測し、複雑な実験プロトコ

ルを設計するという、プラットフォームを横断する手作業に追われている。 

GPT-Rosalindは、この「情報のサイロ化」を打破し、多段階の科学的ワークフローを統合的にオーケ
ストレーションする知能レイヤーとして機能することを目的に開発された2。本報告書では、

GPT-Rosalindの技術的基盤とベンチマーク性能、製薬業界や医薬品開発業務受託機関（CRO）市
場への経済的波及効果、競合モデル（AlphaFold 3やAnthropicのClaude Mythosなど）との比較優
位性、そしてバイオセキュリティリスクや2025年の米国特許商標庁（USPTO）の規制変更に伴う法
的・知財的課題まで、多角的な視点から網羅的に分析を行う。 

技術的アーキテクチャとライフサイエンス特化型推論機構 
GPT-Rosalindは、一般的なテキスト生成に最適化された従来のChatGPTやGPT-4系の汎用モデル
とは異なり、ゲノミクス、タンパク質工学、化学の領域における深い専門的理解と、多段階の論理処

理能力に向けて根本からファインチューニングされている2。 

Bio-Bond Attention機構とデータ処理能力 
このモデルの基盤技術として特筆すべきは、HelixGen AIおよびブロード研究所（Broad Institute）、



欧州バイオインフォマティクス研究所（EBI）との共同開発によって組み込まれた「Bio-Bond Attention
」と呼ばれる特殊なアテンション・メカニズムである7。この機構により、GPT-Rosalindは生物学的配列
や化学構造を単なる不透明なテキスト文字列として処理するのではなく、分子間の結合や空間的な

相互作用を考慮した上で推論を行うことが可能となっている7。科学文献やゲノムデータから抽出さ

れた2,000億トークンに及ぶ専門データで訓練された結果、医学的知識を問うMedQAベンチマーク
において92.4%という極めて高い精度を記録し、従来技術を15パーセントポイント近く上回る成果を
達成した7。 

懐疑的チューニング（Skeptical Tuning）とハルシネーションの抑制 
ライフサイエンス領域において、AIが架空の論文や存在しないタンパク質結合親和性をでっち上げる
「ハルシネーション（幻覚）」は、数ヶ月に及ぶ実験や数億円規模の臨床試験を台無しにする致命的

なリスクとなる4。この問題に対処するため、GPT-Rosalindには特有の「Skeptical Tuning（懐疑的
チューニング）」が施されている。一般的なLLMがユーザーの提案に対して過剰に同調的（
Sycophancy）になりやすい傾向をアルゴリズムレベルで抑制し、成功の見込みが薄い標的分子や
矛盾を孕んだ仮説に対しては、科学的な厳密さをもって否定的な評価を下すように設計されている8

。 

さらに、ハルシネーションの抑制をシステム全体で担保するため、「Validation as a System（VaaS）」
と呼ばれる検証パイプラインが採用されている。これは、AIが生成したすべての科学的主張やデータ
ポイントを、出力の最終化前にPubMedなどの公開データベースや製薬企業内部の独自アーカイブ
と照合するマルチエージェントのクロスチェック機構である4。この検証プロセスを経ることで、薬物相

互作用のメカニズム要約におけるハルシネーション発生率を40%削減し、遺伝子レビュー1件あたり1
ドル未満の計算コストで高い情報の完全性を維持することが可能となっている4。 

Codex連携による多段階ワークフローのオーケストレーション 
GPT-Rosalindの真の価値は、孤立したチャットボットとしてではなく、既存の科学インフラと直接対話
する「オーケストレーション・レイヤー」として構築されている点にある2。OpenAIはモデルの発表と同
時に、ソフトウェアエンジニアリングエージェントである「Codex」向けに、無料の「Life Sciences 
research plugin」をGitHub上で公開した2。 

このプラグインを通じて、GPT-Rosalindは50以上の公開マルチオミクスデータベース（PubMed、
NCBI Entrez、UniProt、PRIDEなど）や科学ツールとシームレスに接続される2。これにより、研究者は

単一のインターフェース内で、最新の医学論文や臨床試験データを横断的にレビューする「エビデン

スの統合」、特定の疾患に関連する未知の生物学的パスウェイを提案する「仮説生成」、そしてDNA
クローニングなどのための具体的な酵素や試薬の設計プロトコルを生成する「実験計画」といった一

連のワークフローを連続的に実行することが可能となった4。 

性能評価と業界ベンチマークにおける優位性 
GPT-Rosalindの専門性は、実際の科学的タスクを模した厳格なベンチマークテストによって実証され
ている。汎用モデルでは対応が困難な高度な推論タスクにおいて、明確な性能の飛躍が確認されて

いる。 



BixBenchとLABBench2における到達点 
バイオインフォマティクスおよびデータ分析の実世界タスク（シーケンスデータの処理、統計分析の実

行、ゲノム出力の解釈など）を測定する業界標準指標である「BixBench」において、GPT-Rosalindは
公開されているモデルの中で最高スコアとなるPass@1レート「0.751」を記録した2。 

以下の表は、BixBenchにおける主要なフロンティアモデルのスコア比較を示したものである。 

AIモデル名 BixBench Pass@1 スコア モデルの性質 

GPT-Rosalind 0.751 ライフサイエンス特化型推論モデ

ル 

GPT-5.4 0.732 最新の汎用フラッグシップモデル 

Grok 4.2 0.728 汎用大規模言語モデル 

GPT-5.2 0.698 前世代の汎用モデル 

GPT-5 0.611 2025年リリースの汎用モデル 

Gemini 3.1 Pro 0.550 汎用マルチモーダルモデル 

データが示す通り、GPT-Rosalindは同社の最上位汎用モデルであるGPT-5.4や、競合するGrok 4.2
、Gemini 3.1 Proなどを明確に上回っている3。創薬の初期段階において、ベンチマークスコアの2〜3
パーセントポイントの向上は、実行不可能な実験デザインを回避し、数百万ドルの無駄なコストを削

減する実質的な差異を意味する3。 

 



 
 
さらに、文献検索、データアクセス、配列操作、プロトコル設計など約1,900のタスクを評価する「
LABBench2」においては、11カテゴリー中6カテゴリーでGPT-5.4を上回った2。特筆すべきは「

CloningQA」タスクにおける大幅な性能向上である。このタスクは、分子クローニングプロトコルのた
めのDNAや酵素試薬の設計をエンドツーエンドで行うものであり、高度なドメイン知識とプロセス全
体の構造的理解が求められる領域である2。 

未公開RNA配列を用いた予測能力の検証 
AIモデルの評価において常に懸念されるのが、訓練データにテストデータが混入している「データ汚
染（Data Contamination）」による見かけ上の高スコア化、すなわち暗記（Memorization）の問題で
ある。この懸念を払拭するため、OpenAIは遺伝子治療分野のバイオテクノロジー企業であるDyno 
Therapeuticsと共同で、モデルの真の予測能力を検証した2。 

Dyno Therapeuticsは、いかなる公開データベースにも存在しない「完全に未知のRNA配列」を提供



し、その配列から生物学的機能を予測するテストを実施した2。その結果、GPT-RosalindのRNA配列
から機能への予測精度は人間の専門家の上位5%（95パーセンタイル超）を上回り、未知の配列を
生成するタスクにおいても84パーセンタイルに達した2。この結果は、GPT-Rosalindが過去の文献
データを単に再構成しているのではなく、塩基配列と生物学的機能の背後にある暗黙の物理的・化

学的メカニズムを論理的に抽出し、未知の領域に対しても演繹的に適用できていることを強く示唆し

ている17。 

産業界との戦略的提携と製薬エコシステムへの統合 
GPT-Rosalindの公開は、単なるソフトウェアのリリースにとどまらず、製薬業界のバリューチェーン全
体を巻き込んだパラダイムシフトを引き起こしている。OpenAIは意図的に一般消費者向け（B2C）の
パブリックアクセスを見送り、厳格な審査を経た米国のエンタープライズ企業および研究機関に限定

した「Trusted Access（信頼されたアクセス）」プログラムを通じてのみモデルを提供している2。 

メガファーマおよび研究インフラ企業との連携 
発表と同時に、複数の世界的製薬企業および研究インフラプロバイダーが初期パートナーとして名

を連ね、実際のパイプラインへの統合を進めている。 

●​ Novo Nordisk（ノボ ノルディスク）： ペプチドおよびタンパク質医薬品（肥満症治療薬Wegovy
など）の開発を牽引する同社は、発表の数日前にOpenAIと戦略的提携を締結した。2026年
末までに、創薬の初期段階から製造、サプライチェーン、商業部門に至る全社的なAI統合を完
了させるという野心的な計画を推進している4。 

●​ Amgen（アムジェン）： AIおよびデータ担当シニアバイスプレジデントのSean Bruich氏は、ライ
フサイエンス領域において「複雑な問いと独自のデータに対し、あらゆるステップでの極めて高

い精度が要求される」と指摘。GPT-Rosalindの高度な推論能力を新規かつ革新的な方法で適
用し、患者への医薬品提供を劇的に加速させる方針を示した2。 

●​ Moderna（モデルナ）： 2023年から既にmRNAパイプラインの内部に生成AIを導入している同
社は、既存の内部システムを置き換えるのではなく、それらと並走する形でGPT-Rosalindを配
置し、複雑な生物学的エビデンスを横断的に解釈する能力を補完している2。CEOのStéphane 
Bancel氏も、得られた知見を即座に実行可能な実験ワークフローへと変換する能力を高く評
価している2。 

●​ Thermo Fisher Scientific（サーモフィッシャーサイエンティフィック）： 実験機器や試薬を提供
するハードウェア側の視点から、研究データの解析から実際の実験準備に至る物理的なプロ

セスを連携させる役割を担う3。 
●​ NVIDIA： ヘルスケア・ライフサイエンス部門バイスプレジデントのKimberly Powell氏は、「領

域特化型の推論能力とアクセラレーテッド・コンピューティングの融合により、従来のR&Dにか
かる年数を劇的に圧縮できる」と述べており、自社のBioNeMoプラットフォーム等との相乗効
果を示唆している2。 

●​ ロスアラモス国立研究所（Los Alamos National Laboratory）： 国家安全保障の観点からの
監視だけでなく、AI主導の触媒設計やタンパク質の構造改変といった基礎研究レベルでの共
同研究を推進している2。 



CRO市場および既存創薬パイプラインへの経済的衝撃 
GPT-Rosalindの導入は、製薬業界の業務を支援する医薬品開発業務受託機関（CRO）市場に即座
に経済的衝撃を与えた。この現象は、AIの進化が製薬業界のアウトソーシング構造そのものを根本
から変容させる可能性を示している。 

前臨床CROと臨床CROにおける影響の分断 
4月16日の発表当日、CROセクターの株価は全体的に下落の反応を見せた。しかし、事業内容に
よってその影響度合いには明確な差異が生じている。 

Charles River Laboratories（CRL）に代表される「前臨床CRO（Pre-clinical CRO）」は、標的の特定、
分子スクリーニング、毒性調査など、新薬がヒトでの臨床試験に入る前の探索段階を主戦場としてい

る。CRLの場合、このDSA（Discovery and Safety Assessment）ビジネスが収益の約60%〜70%を
占めている22。この段階の業務は膨大な情報の処理と反復的な実験操作に依存しているため、

GPT-RosalindのようなAIが文献調査や初期スクリーニング、プロトコル設計を自働化し、製薬企業が
自社内（インハウス）で高速処理できるようになれば、外部委託需要が激減するとの投資家の懸念

が高まった。結果として、CRLの株価は2.6%下落し、AI創薬を標榜するRecursion Pharmaceuticals
やSchrodingerも一時5%以上下落した4。 

一方で、IQVIA HoldingsやMedpaceに代表される「臨床CRO（Clinical CRO）」の株価も連れ安で下
落したものの（IQVIAは3.5%下落）、こちらはAIによる代替が困難な領域を担っている4。臨床CRO
は、実際の患者のリクルート、大規模な臨床データの管理、規制当局へのコンプライアンス報告と

いった物理的・人間的なプロセスを管轄しており、IQVIAは世界最大の匿名化された患者データ資産
を保有している。この「患者データと物理的ネットワークの堀（モート）」はLLMだけでは複製できない
ため、長期的にはAIを自社に統合することでプロセスを効率化し、利益を得る可能性が高いと分析さ
れている22。 

 



 
 
臨床POC（Proof of Concept）の実証と開発コストの劇的な圧縮 
AI主導による創薬の時間的・経済的優位性は既に具体的な成果として現れ始めている。例えば、
Insilico Medicineは特発性肺線維症（IPF）の治療薬開発において、AIを活用することでターゲットの
発見から第IIa相臨床試験への到達までをわずか18ヶ月で成し遂げた4。この期間に要した探索コスト

は約600万ドル（うち開発進行にかかる直接費用は約15万ドル）であり、通常であれば6年から8年、
数十億ドルを要する従来のプロセスと比較して、圧倒的な効率化を証明している4。GPT-Rosalindの
ような基盤モデルが業界全体に普及すれば、このような短期間での開発サイクルの圧縮が業界の

新たな標準（ニューノーマル）となる可能性がある。 

競合環境：AlphaFold 3および他社基盤モデルとの比較 
ライフサイエンス特化型AIの領域は、巨大テクノロジー企業やAIフロンティアラボが最も注力する主
戦場となっている。GPT-Rosalindの市場投入は、既存の強力なツール群とどのように競合し、あるい
は補完し合うのだろうか。 

Google DeepMind「AlphaFold 3」との相互補完的関係 
創薬AIとしてノーベル化学賞にも輝いたGoogle DeepMindの「AlphaFold」シリーズの最新版である



「AlphaFold 3」と、GPT-Rosalindは、機能の方向性が明確に異なる23。 

AlphaFold 3は、アミノ酸配列からタンパク質、DNA、RNA、低分子リガンド、イオン間の相互作用を
物理的・空間的に計算し、正確な3次元立体構造を予測することに特化した「構造予測システム」で
ある24。すなわち、「この分子はどのような視覚的構造をしており、ターゲットとどのように結合するの

か」という極めて局所的かつ決定論的な問いに答えるツールである。 

対照的に、GPT-Rosalindは自然言語ベースの推論とワークフローのオーケストレーションに特化し
た大規模言語モデル（LLM）である24。GPT-Rosalind自身が新たなタンパク質の折り畳みをゼロから
物理的に計算して3Dモデルを描画するわけではない。その代わり、GPT-Rosalindは「AlphaFoldの
出力結果をプラグイン経由で取り込み、関連する数千の学術論文の文脈と照らし合わせ、そのタン

パク質を標的とした臨床実験のプロトコルを自然言語とコードで出力する」という、より高次な研究助

手の役割を担う24。実際、OpenAIのCodex用プラグインにはAlphaFoldのAPIを呼び出して3Dの信
頼性アトラス（pLDDTスコアなど）をレンダリングする機能が組み込まれており、両者は競合関係にあ
るというよりも、シームレスに統合されて「自動化されたAIサイエンティスト」を形成するための補完関
係にあると言える10。 

Amazon Bio DiscoveryとAnthropic「Claude Mythos」の脅威 
GPT-Rosalindの発表のわずか数日前、Amazonは新たな創薬プログラムが標的発見から臨床段階
へ移行するまでの期間短縮を目的としたAIプラットフォーム「Amazon Bio Discovery（ABD）」を発表
し、競争の火蓋を切った19。 

さらに、AIの安全性と推論能力においてOpenAIの最大のライバルであるAnthropicも、強力な布勢
を敷いている。Anthropicの最新モデル「Claude Opus 4（コードネーム：Mythos）」は、生物学分野
においても極めて高い推論能力を示しており、NovartisのCEOであるVas Narasimhan氏を自社の監
督信託の取締役会に迎え入れるなど、製薬業界のトップマネジメント層との結びつきを急速に強化し

ている19。 

これまでベンチャーキャピタルは、創薬のような極めて専門的で独自の非公開データ（プロプライエタ

リ・データ）を要する領域には、OpenAIのような汎用モデル開発企業は参入しないという前提のも
と、Chai DiscoveryやPeriodic Labs（ChatGPTの共同開発者が設立し3億ドルを調達）といったバイ
オネイティブなAIスタートアップに多額の資金を投じてきた26。しかし、GPT-Rosalindの登場はこの前
提を完全に覆し、「資金力とコンピューティングリソースに勝るフロンティアラボによるライフサイエン

ス領域の直接支配」という新たな生存競争のフェーズへ突入したことを意味している26。 

バイオセキュリティの脅威と厳格なセーフガード機構 
GPT-Rosalindが有するゲノム情報や病原体のメカニズムに対する高度な理解力は、創薬を加速さ
せる一方で、同時に深刻な「デュアルユース（軍事・テロ目的等への転用）」のリスクを孕んでいる27。

100名以上の科学者からなる国際的な連合は、AIの訓練に使用される生物学的データに対するより
厳格な管理を求める声明を既に発表している29。 

未経験者の底上げ（Novice Uplift）と専門家の能力増強（Expert 



Enhancement） 
OpenAI自身の評価フレームワーク（Preparedness Framework）において、最新のAIエージェントは
生物学領域におけるリスク分類で「High（高）」の能力に達していると判定された28。このリスクは主に

2つの次元に分類される。 

1つ目は、生物学の専門知識を持たないテロリストや未経験者が、危険な病原体（例えば新型コロナ
ウイルスや高病原性鳥インフルエンザウイルス）の製造方法や必要機材の入手経路についてAIから
詳細な手ほどきを受ける「未経験者の底上げ（Novice Uplift）」である28。競合のAnthropicも、自社
のモデル（Claude Opus 4）が素人に対して生物兵器の製造を指南するリスクが従来モデルより高
まっていることを確認しており、これを厳格な「ASL-3（AI Safety Level 3）」基準の下で管理している31

。 

2つ目のより深刻なリスクは、既に専門知識を持つ悪意ある研究者が、AIの推論能力を利用して「全
く新しい機能性毒素」を効率的に設計してしまう「専門家の能力増強（Expert Enhancement）」である
28。既存のバイオセーフティスクリーニング（DNA合成業者によるチェックなど）は、既知の危険な配
列との類似性を比較する「ホモロジー（相同性）ベース」で行われている。AIが設計したタンパク質
は、既知の毒素とは配列が全く異なるにもかかわらず、立体構造的に毒性を発揮するように最適化

（機能的毒性）される可能性があり、既存のセキュリティ網を容易にすり抜ける危険性が指摘されて

いる32。 

予防的措置：安全重視の推論モニターとTrusted Access展開 
これらの脅威に対する技術的セーフガードとして、OpenAIはo3やo4-miniなどのモデル系において
「安全重視の推論モニター（safety-focused reasoning monitor）」を新たに導入している33。これは、

ユーザーのプロンプトの中に生物学的脅威や危険物質に関する意図が含まれていないかを検知

し、危険な回答の生成を事前にブロックする機能であり、内部のレッドチーム（脆弱性評価チーム）が

1,000時間を費やしてシミュレーションを行った結果、危険なプロンプトの98.7%をブロックすることに
成功している33。 

また、システムレベルの防御にとどまらず、GPT-Rosalindの提供方法そのものが最大の物理的防壁
となっている。本モデルは一般公開やオープンAPIとして提供されることはなく、米国内の厳格なコン
プライアンス要件を満たし、バイオセーフティ委員会のガバナンス基準をクリアしたエンタープライズ

顧客のみにアクセスが許可される「Trusted Access」展開構造を採用している2。これにより、出所の

不明なユーザーがモデルのAPIを利用して危険な分子設計を反復的かつ長期的に行うことを構造的
に防いでいる28。 

2025年USPTO特許審査基準の改訂と知財戦略の転換 
技術的な躍進の一方で、AIによる創薬は重大な法的パラダイムの壁に直面している。その震源地と
なるのが、2025年後半に米国特許商標庁（USPTO）が下したAIの発明者適格性に関する重大な方
針転換である4。 

伝統的「着想（Conception）」要件への回帰と人間性 
2025年11月、USPTOはAI支援による発明に関する2024年2月時点のガイダンスを完全に撤回し、



「自然人のみが発明者になり得る」という米国特許法の伝統的な法基準（Conception Standard）を
厳格に適用する改訂指針を発効した34。この新指針の下では、AIは「着想」の主体にはなれず、
GPT-Rosalindのような高度な推論システムであっても、実験室の次世代シーケンサーや計算化学ソ
フトと同様の「単なる支援ツール（mere instruments）」と見なされる34。 

すなわち、GPT-Rosalindが自律的に新しい有望な分子構造を生成・提案したとしても、そのプロセス
において「人間の研究者がAIにどのようなプロンプト（方向性）を与え、出力結果から特定の分子を
選択し、概念を具体化して実験的に検証したか」を明確な記録として証明できなければ、発明の着想

が欠如している（Defective Inventorship）と見なされ、特許そのものが拒絶、あるいは事後的に無効
化されるリスクが生じたのである4。これは米国特許法第256条（35 U.S.C. § 256）に基づく特許の執
行可能性に直結する死活問題である4。 

ブロックバスター薬のリスクと「特許のやぶ（Patent Thickets）」の構築 
この法規制の変更は、製薬企業の根幹となるビジネスモデルを根本から脅かす。自己免疫疾患治

療薬「ヒュミラ」のようなブロックバスター薬は、単一の年で210億ドル超の収益を生み出している4。も

しGPT-Rosalindを用いて発見された新薬の特許において、人間の発明プロセスに関するドキュメン
テーション（詳細な研究ログや人間の介在の記録）が不十分であったために特許が無効と判断され

れば、ジェネリック医薬品（後発薬）が想定より何年も前倒しで市場に参入し、企業は莫大な利益を

失うことになる。最悪の場合、多額の投資を行った新薬が誰でも製造可能な「パブリックドメイン（公

共の財産）」と化すリスクすらある4。 

この法的脆弱性を回避するため、製薬企業はDrugPatentWatchなどの分析プラットフォームを駆使
し、防御的知財戦略として「特許のやぶ（Patent Thickets）」の構築を加速させている4。これは、

GPT-Rosalindの圧倒的な生成能力を逆手に取り、ひとつの基本となる新規分子から何千ものバリ
エーション（種）を高速に生成させ、それらすべてに対して特許網を張り巡らせる戦略である。 

具体的には、以下のような多層的な特許請求（クレーム）が行われている4。 

1.​ 物質特許（Compound Claims）： 分子構造そのものを保護する。 
2.​ 用途特許（Method-of-Use Claims）： 特定の疾患や生物学的パスウェイに対する効果を保

護する。 
3.​ 製剤特許（Formulation Claims）： 放出プロファイルや安定性の最適化手法を保護する（特許

期間の延長、いわゆるエバーグリーニングの要となる）。 
4.​ プラットフォーム特許（Platform Method Claims）： AIを用いた探索プロセスそのものを保護

し、ライセンス供与のための強力な堀（モート）を構築する。 

このように、AIは研究開発を加速させる「科学のツール」であると同時に、複雑化する特許要件を満
たし、競合他社の参入を物理的・法的に阻むための「法務・知財の武器」としての側面を決定的に強

めている。 

科学コミュニティと市場における評判・反応 
2026年4月のGPT-Rosalind公開直後、オンラインの科学コミュニティやテクノロジーフォーラム（
Reddit、Hacker News、X等）では、熱狂的な歓迎と、現場の物理的制約を知る専門家からの冷静な



懐疑論が入り交じる複雑な反応が巻き起こった。 

現場の研究者からの評価と「ウェットラボ」の現実 
バイオインフォマティクスや計算生物学を専門とするユーザー（r/bioinformaticsやr/rxrxなどのコミュ
ニティ）からは、GPT-Rosalindの能力に対して概ね肯定的な評価が寄せられている。特に、多数のオ
ミクスデータや学術論文の海から関連性を結びつける能力について、「PhD（博士号）レベルの専門
家と壁打ちしているような感覚」と評され、実際の助成金申請のドラフト作成や、手作業での文献検

索・プロトコル立案の労力削減において大きな実用的価値があるとの声が上がった38。 

しかし一方で、細胞培養や動物実験を伴う「ウェットラボ」の現実を熟知する専門家からは、AIハイプ
に対する強い警鐘も鳴らされている40。 「AIがどれほど優秀に分子を設計し、論理的な仮説を生成し
たとしても、細胞の培養には時間がかかり、実験を回すには物理的な制約がある。臨床試験には

数ヶ月から数年を要し、動物モデルは人間の疾患の完璧な代理にはならない。生物学はソフトウェ

アのように合理的に『設計』されたものではなく、コードのデバッガーも存在しない。AIの知能の欠如
よりも、人間側の根本的な『生物学のメカニズムに関する知識の欠如』こそがボトルネックである」と

いう指摘は、AIがインシリコ（コンピュータ上）で達成した成果が、必ずしもインビボ（生体内）での成
功に直結するわけではないという冷徹な事実を示している40。 

「ロザリンド・フランクリン」の命名を巡る倫理的議論 
Hacker Newsなどのテクノロジーフォーラムでは、モデルの名称に対する批判的な議論も展開され
た。DNA構造発見の真の功労者でありながら、ノーベル賞を受賞したワトソンとクリックの影に隠れ、
生前は正当な評価を得られなかったロザリンド・フランクリンのストーリーは科学界において極めてセ

ンシティブなトピックである41。「Cult of Rosalind（ロザリンド崇拝）」に便乗し、不遇な死を遂げた科学
者の名前を企業の営利目的のプロダクトやマーケティングに利用することは倫理的に疑問であると

の声が上がった41。一部のユーザーからは、「真に人類の健康を前進させる気があるのなら、限定的

なエンタープライズ向けの商用モデルとして囲い込むのではなく、結核（TB）やHIVのような利益を生
みにくいが世界的な課題となっている疾患のワクチン設計を無償で公開してみせるべきだ」という厳

しい要求も突きつけられている38。 

OpenAIを巡る企業を取り巻く緊張状態 
GPT-Rosalindが発表された週は、OpenAIという企業自体が、異常なほどの社会的・組織的緊張に
包まれていた時期でもあった。 

同週には、サイバーセキュリティの防御側に特化した強力なAIモデル「GPT-5.4-Cyber」が特定機関
向けに限定公開された17。さらに同じ週の金曜日の早朝、OpenAIのCEOであるサム・アルトマン氏
の自宅に、テキサス州出身の20歳の男が火炎瓶を投げ込むという衝撃的な襲撃事件が発生した17。

また、組織内部でも、元CPO、エンタープライズ向けCTO、プロダクト責任者（Srinivas Narayanan
氏、Kevin Weil氏、Bill Peebles氏など）が一日にして相次いで離脱するという異例の事態が報じられ
ていた43。加えて、一般向けのGPT-5（あるいはGPT-5.4）のアップデートに対しては、「応答が遅い」
「推論能力が低下した」といったユーザーからの大規模な不満（バックラッシュ）がReddit上で噴出し
ていた45。 

これらの出来事は、汎用人工知能（AGI）や特定のドメインを支配する強力なフロンティアモデルの開



発と普及が、単なるテクノロジーの進歩を超えて、国家の安全保障、巨大な経済的権力、そして社会

的な脅威の問題として極度に先鋭化している2026年当時の空気を色濃く反映している17。

GPT-Rosalindの発表は、純粋な科学的ブレイクスルーであると同時に、AIテクノロジーが社会の根
幹に深く侵入していく過程で生じる軋轢の象徴でもあった。 

結論：拡張された科学的発見と「Human-in-the-Loop」の絶
対的必要性 
2026年4月に発表されたGPT-Rosalindは、AIが単なる「汎用的な知識検索アシスタント」から、「高度
な専門領域の物理的・化学的制約を理解し、多段階の検証プロセスを自律的に構築する推論パート

ナー」へと移行したことを示す歴史的な転換点である。タンパク質の立体構造予測という計算科学の

ブレイクスルーを果たしたAlphaFoldの成果の上に立ち、それらのデータを統合して自然言語による
仮説生成と実験プロトコルの策定を行うGPT-Rosalindは、創薬パイプラインの最も混沌とし、時間を
浪費していた初期の探索・立案段階を飛躍的に合理化する。 

Amgen、Moderna、Novo Nordiskといった業界の巨人がこの技術をR&Dパイプラインの中核に据え
たことで、創薬プロセスはかつてない速度で進行し、前臨床CRO市場の再編を含む大きな経済的シ
フトがすでに始まっている。しかし、その強力な推論能力は、未知の機能性毒素や病原体を生み出

しかねないデュアルユースのリスクを常に伴い、米国限定のTrusted Accessや安全重視の推論モニ
ターといった厳格な監視システムを不可欠なものとしている。 

そして何より、USPTOの「着想」に関する規制回帰が明確に示したように、現在の法と知的財産の枠
組みは「AIによる自律的な発明」を受け入れていない。ウェットラボでの細胞培養や臨床試験に物理
的な時間がかかるのと同様に、最終的な発見の価値は人間の手によって実証されなければならな

い。今後、ライフサイエンス企業に求められるのは、単に最高性能のAIを導入することではなく、AIの
推論を人間の研究者がいかに検証（Validation）し、その過程を証拠として法的に防衛できるかとい
う「人間とAIの精緻な協働プロセス（Human-in-the-Loop）」の設計にある。GPT-Rosalindは、科学
的発見の初期ボトルネックを間違いなく打破するツールであるが、それが真に患者を救う新薬として

結実するかどうかは、AIが提示した仮説を検証する人間の物理的な実験泥臭さと、それを特許とし
て保護するための強固な制度設計にかかっているのである。 
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